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カーボンニュートラルの実現に向け、取り組みを着実に推進します。
生物多様性の保全や景観創出にも取り組み、地域社会とのより一層の.
共生を目指します。
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環境への取り組み姿勢
　当社は、持続可能な社会の実現に貢献するとともに、より良い環境の実現と地域社会との共生を目指し、「首都高カー
ボンニュートラル戦略」「生物多様性」に向けて取り組んでまいります。

　2021年10月「地球温暖化対策計画」及び「気候変動適応計画」
が改定され、2050年カーボンニュートラルの実現に向けて気候
変動対策を着実に推進していくことが政府より示されました。
　SDGs（持続可能な開発目標）のゴール13においても「気候変
動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる」とされて
おり、多くの国や企業が脱炭素社会の実現に向けた取り組みを
拡大しています。
　また、国土交通省の「道路分野の脱炭素化政策集ver1.0」をは
じめ、東京都などの地方公共団体でも地球温暖化対策計画等に
関する施策が策定されています。
　当社においては、気候変動が地球存続に対するトップリスク
であることを再認識し、2022年3月に首都高カーボンニュート
ラル戦略を策定し、2050年カーボンニュートラルを首都高グ
ループ一丸となって目指すことをいち早く宣言しました。道路
インフラを最大限に活用するとともに、省エネルギーの徹底や

　当社は経営理念である「地域社会との共生」の中で、地域の皆さまとともにより良い環境の実現と地域社会の発展を目指して
います。中期経営計画（2024-2026）においても、当社として初めて「次世代につながる生物多様性の保全の推進」を掲げており、
「30by30目標※」へ貢献のため、2024年度には「おおはし里の杜」がOECMとして国際データベースに登録されました。2026年3月
には「地域生物多様性増進法」施行に伴う制度改正に合わせ、新たな基準に基づく認定申請を行い、改めて「自然共生サイト」として認
定を受けています。
　今後も「おおはし里の杜」や「見沼たんぼ首都高ビオトープ」における生物多様性の保全に取り組みながら、近隣に点在する他の緑
地と連携をすることでエコロジカル・ネットワーク形成し、都市部における生物多様性の保全への貢献を目指します。

2050年カーボンニュートラルを目指す

次世代の豊かな暮らしにつながる生物多様性の保全を推進

首都高カーボンニュートラル戦略

生物多様性

再生可能エネルギーの導入、新技術の開発などを積極的に推進
し、カーボンニュートラル社会の実現に貢献してまいります。

「首都高カーボンニュートラル戦略」の
詳細はこちら ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶

※健全な生態系目標を持続的に維持するため、生物多様性の損失を止め、自然を回復軌道に乗せる「ネイチャーポジティブ」に向けて、2030年までに陸と海の30％以　　
　上を自然環境エリアとして保全することを目標としたもの
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詳細はこちら

　2050年カーボンニュートラル実現にあたっては、2030年度を中期年次として、目指すべき中間目標を設定しました。

脱炭素社会に向けて
カーボンニュートラル実現に向けた目指すべきゴールの考え方

事業活動に伴うCO2排出量削減への取り組み
事業活動に伴うCO₂排出量

道路脱炭素化推進計画の策定

　首都高の事業活動において、2025年度
に排出されたCO2は約7.9万トンと推計さ
れます。その内訳は、道路の維持管理に関
わるものが約96％、オフィス(社屋)に関わ
るものが約4%となっており、トンネル部の
電気の割合が大部分を占めます。

　2025年10月の道路法改正に伴い、道路脱炭素化推進計画を策定しました。

159万t

8万t

70t

2019年度 2030年度 2050年

4万t
70t+α － CO₂

+ CO₂

+ CO₂

110万t

約3割削減

約5割削減首都高の事業活動
によるCO₂排出量
（道路照明、オフィス等）

CO₂吸収量（緑化等）

首都高を走行する
自動車からの
CO₂排出量

CO₂
排出量

ー 既存のネットワークを賢く使う
　 交通マネジメントの推進
ー ネットワークの充実 
ー 次世代自動車普及のための環境整備　など

次世代自動車の普及等に加えて、
交通円滑化のさらなる推進

ー 道路照明等事業活動の最大限の省エネルギー化
ー 業務用車両への次世代自動車導入実施
ー 企業活動におけるCO₂・廃棄物の削減　など

ー CO₂吸収への取り組み　など

事業活動に伴うCO₂排出量を削減

カーボン
ニュートラル
実現
CO₂排出量と
吸収量が均衡

貢献する
SDGsの
目標

　オフィスにおける省エネルギー活動の取り組みとして、執務室内の照明の調整や不要な照明の消灯、空調温度の適切
な設定、省エネルギー機器の導入などを実施しています。
　オフィスでの電力使用にかかる2025年度のCO2排出量は、2,531トン/年であり、2013年度と比較して約48％の
削減を達成しました。
　2030年カーボンハーフに向けて、社員の環境行動指針を策定し、取り組みを加速してまいります。

オフィスにおける省エネルギー活動

※自動車交通に関わるCO2排出係数は、各年度の係数を採用
※電気・ガス・燃料等の排出係数は、「温室効果ガス排出量算
　定・報告・公表制度」における排出係数を採用
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　首都高上のPAやトンネル坑口に太
陽光発電設備や風力発電設備を整備し
ています。
　発電した電力は、トンネル内の空調
設備に利用される電力の一部や、PAの
建物、トイレの照明などに利用してい
ます。

再生可能エネルギーの導入
再生可能エネルギーの主な設置場所

再生可能
エネルギー設備

9箇所
発電規模

約170kWh

三郷線　
加平PA
●太陽光発電

向島線　
駒形PA
●太陽光発電

台場線　
レインボー
ブリッジ　
●太陽光発電

川口線　
川口PA
（川口ＨＷＯ）
●太陽光発電

湾岸線
川崎浮島
JCT
●太陽光発電

新宿線　
代々木PA
●太陽光発電　
●太陽光・
　風力発電

湾岸線　
大黒PA
●太陽光・
　風力発電

湾岸線　
東京港
トンネル坑口
●太陽光発電

神奈川局
●太陽光発電

［ 道路照明のLED化 ］
　道路LED照明は従来の水銀灯や高圧ナトリウム灯と比較し
て消費電力が少なく長寿命であるため、LED化により省エネル
ギー化を図り地球温暖化の抑制に貢献することができます。
　当社は他の高速道路会社に先駆け、初めて高架部の道路照明
にLEDを導入するなど、道路照明のLED化を推進しています。さ
らに、廃棄物の削減と照明のLED化を両立するため、既存の灯具
ケースを再利用できるLED照明器具の開発に取り組んでいます。

［ PA等施設のLED化 ］
　湾岸線大井PA（東・西行き）・代々木PA・加平PA・川口HWOでは、環境配慮型PAとして、節水型トイレ、ソーラー
LEDブロック、LEDダウンライトなどの環境にやさしい技術を取り入れています。
　今後、その他のPAでも、積極的に環境に配慮した取り組みを推進していきます。

LEDの導入

水銀灯 高圧ナトリウム灯 LED照明灯

［ 景観照明のLED化 ］
　レインボーブリッジをはじめとした大規模な橋梁の景観照明（イルミ
ネーション）のLED化も進めており、ランドマークとしての役割と省エ
ネ化の両立を図っています。なお、LED化したレインボーブリッジの景
観照明が、優秀な照明施設を表彰する「2020年照明普及賞（主催：一般
社団法人照明学会照明普及分科会）」を受
賞しました。
（デザイン監修を行った株式会社石井幹子デザイン事務所と共

同受賞）

LED化による削減効果

約70%減
※レインボーブリッジでの削減効果

（190kWh→50kWh）

LED化後

LED化前

新開発の蛍光灯型LED照明従来の蛍光灯照明

既存灯具を活用し
蛍光灯からLEDへ交換

新開発の蛍光灯型LED器具
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　都市内に立地し、高架橋やトンネル
などの構造物が占める割合が95％を
超える首都高では、JCTやPA、換気所
などにおいて植栽可能な空間をでき
る限り有効利用し、周辺環境との調和
や維持管理性に優れた緑化を推進し
ています。

道路空間の緑化の推進

西新宿凍結防止剤倉庫 西新宿換気所 新横浜換気所

　みなとみらい21地区に位置する神奈川局社屋において、2025年2
月に同地区が取り組む「脱炭素先行地域※」への参画を表明し、同年12
月に正式に決定しました。
　また、同年4月より神奈川局社屋で使用する「電力」及び冷暖房に使
用する「熱」について再生可能エネルギープランを導入し、脱炭素化を
実現しています。
※環境省が公表する「2030年までに民生部門の電力消費に伴うCO2の排出実質ゼロ」を実現する地域

神奈川局「脱炭素先行地域」加入への取り組み

　地球温暖化抑制のための環境改善対策のひとつとして、ZEV※が近年注目を集めています。当社はZEV普及支援の一
環として、2008年に高速道路会社で初めてPAにEV用急速充電器を設置しました。現在は8箇所のPA（平和島（上り）、
用賀、代々木、志村、八潮、市川、大黒、川口）で急速充電器をご利用いただけます。
　また、都市計画駐車場等においてもEV用充電器の設置を拡充しています。
※電気自動車やプラグインハイブリッド自動車などの走行時にCO2を排出しない自動車（ゼロエミッションビークル）

EＶ用急速充電器設備
（2026年3月末時点）

8箇所

東北自動車道東北自動車道

東京湾
アクアライン
東京湾
アクアライン

八潮八潮
川口川口

志村志村

代々木代々木
用賀用賀

平和島平和島

市川市川

大黒大黒

東京外環自動車道

志村PA
（東京都）

代々木PA
（東京都）

用賀PA
（東京都）

大黒PA
（神奈川県）

川口PA
（川口ＨＷＯ）
（埼玉県）

八潮PA
（埼玉県）

市川PA
（千葉県）

平和島
（上り）PA
（東京都）

次世代自動車普及のための環境整備
ZEVの普及促進
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横断幕がバッグに生まれ変わる

オンラインストア「首都高みやげ」、
首都高PA等で販売

　サーキュレーション首都高は、社員が実現したいアイデア
を持ち寄り、事業化を目指す社内提案制度「バーチャルハリ
ウッド」から2009年に発足したプロジェクトです。首都高
の環境への取り組みをより身近に感じてもらうため、事業
活動に伴って発生する廃材に新しい価値を付加する試みと
なっています。スクラップ＆ビルドだけではない循環型社
会の実現への第一歩として、これまでにも様々な廃材が製品
化されています。

　高速道路をご利用のお客さまに工事のお知らせや交通マナーの啓発を行うために、首都高では年間約800枚の横断幕が使用
されています。横断幕は風雨にさらされても劣化しない丈夫な素材ゆえにリサイクルが困難ですが、逆にその耐久性・耐水性を
活かしてトートバッグを製作しています。はたらくトートは、横断幕ならではの大きな日本語表記や、色彩のコントラスト、生地
についた汚れやシミまでもが唯一無二のデザインです。この製品を通して、高速道路で日々活躍する横断幕という存在そのもの
に光を当てています。

［ サーキュレーション首都高 ］

［ 旗から生まれた楽しくて働き者の“はたらくトート” ］

　当社では、高速道路の建設や管理・運営、さらにオフィスでの活動を含む事業活動におい
て、資材やエネルギーを使用し、またCO2や廃棄物（リサイクル資源含む）を排出しています。
環境と経済を両立し、より良い環境の実現を図るため、これらの排出量を定量的に把握し、各
種取り組みの基盤とすることに努めています。

循環型社会に向けて
マテリアルフロー

詳細はこちら

環境負荷低減を目指して
工事における環境負荷低減の取り組み グリーン購入法に基づく購買活動の推進

　工事により発生する土、コンクリート塊等の建設副産
物を、再生資源として有効利用するなど、環境負荷低減に
向けた取り組みを推進しています。

　「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律
（グリーン購入法）」に準じて、特定調達品目ごとの調達
目標を設定して推進します。

貢献する
SDGsの
目標

首都高発、人もエコもつながるアップサイクルプロジェクト CIRCULATION SHUTOKOTOPICS
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沿道環境の改善に向けて
騒音・振動対策の推進

遮音壁

エコセーフ舗装 

ノージョイント

周辺環境に配慮した道路照明 

　これまでは、沿道環境に対する交通騒音低減を目的として
吸音型遮音壁を設置してきました。今後は、経年劣化により機
能が低下した吸音型遮音壁を大判化した透光型遮音壁に取り
替えていくことにより、交通騒音の低減に加えて、開放的な走
行空間を提供し、沿道環境に対する日照阻害も軽減します。

　小粒径ポーラスアスファルト混合物を表層に採用したエコセーフ舗装は、優れ
た排水性により雨天時でも安全な走行環境をお客さまに提供するだけでなく、従
来の低騒音舗装よりも路面騒音値が7dB程度小さくなる超低騒音性を有してい
ます。また、走行車両の燃費が4.5％改善され、CO2排出量の削減に寄与します。
さらに、耐久性に優れるため、これらの機能が長期間持続します。
　なお、この舗装は、その優れた性能が評価され、2024年第26回国土技術開発賞
の優秀賞に入選しました。

　高架橋のつなぎ目（ジョイント）は、車両の通行によ
る騒音・振動の発生や走行快適性の悪化の要因となり
ます。そこで、高架橋のつなぎ目をなくすノージョイン
ト化を進めていくことで、騒音・振動を軽減するととも
に、車両のスムーズな走行を実現します。

　埼玉新都心線では、ビオトープの生きものや周辺の農作物を守るため、照明を低位置に設置しています。これは、夜間
に高架橋から漏れる明かりにより生きものへ影響を与えないよう、照明器具を箱に入れて道路両端の高欄上（路面から
約1mの高さ）に設置し、道路面だけを照らすものです。
　2号目黒線でも、国立科学博物館附属自然教育園に飛
来する野鳥などへの影響に配慮し、同様の対応をしてい
ます。

音

受音点

音源

遮音壁

従来の低騒音舗装 エコセーフ舗装

つなぎ目（ジョイント）なし

工事後

つなぎ目（ジョイント）あり

工事前

低位置照明（埼玉新都心線） 高欄照明（2号目黒線）

貢献する
SDGsの
目標

大気環境対策の取り組み
環境ロードプライシング割引の実施

　この割引は、沿道に住居地域が多い神奈川1号横羽線から湾岸線へ特大車・
大型車の転換を図るため、湾岸線や神奈川6号川崎線を利用するETC特大車・
大型車に対して割引を行い、湾岸線や神奈川6号川崎線を利用しやすくする取
り組みです。浮遊粒子状物質（SPM）や二酸化窒素（NO₂）等の排出量が多い特
大車・大型車をご利用のお客さまに湾岸線を積極的にお使いいただくことで、
神奈川1号横羽線沿道の環境改善につながるように取り組んでいます。

横

羽
線

通行抑制区間
大師JCT

生麦JCT

浜川崎

浅田 湾岸
線

羽田空港

東京湾アクアライン

川崎浮島JCT

環境ロードプライシング
割引適用区間

大黒JCT

2割引
　湾岸線をご利用の
ETC大型車・特大車
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生物多様性の保全に向けて
自然再生の緑「おおはし里の杜」

「おおはし里の杜」とは 

稲作体験を通じた子どもたちの学びへの貢献

　「おおはし里の杜」は、かつての目黒川周辺の原風景をモデルに、大橋JCT内のトンネル換気所屋上に整備した約
900㎡に及ぶ自然再生緑地です。
　昭和初期の目黒川周辺には谷部（谷底平野）と段丘があり、谷部には水田等の湿地、段丘には茅などの草地が広が
り、段

だん
丘
きゅう
崖
がい
には斜面林や湧水地、せせらぎが分布していたと考えられています。

　換気所の建物には換気のための勾配があり、その勾配を利用してかつての目黒川周辺の自然を再現しています。
生きものへの配慮等のため、通常は閉鎖管理していますが、年に数回一般公開を行っています。

　近隣地域の小学生を招待し、稲作体験（田植え、自然観
察会、稲刈り、脱穀）を開催しています。これらの体験を
通じて、自然学習や農体験、食育など多面的な学習に寄与
しています。
　また、社内研修の一環として若手社員も参加すること
で、環境や地域社会との共生に対する理解を促進してい
ます。

おおはし里の杜

田植え 稲刈り 脱穀

稲作体験児童数累計
（2011年度から2025年度まで）

774名

「エコロジカル・ネットワーク」としてのおおはし里の杜 
　おおはし里の杜では、継続的に実施しているモニタリング調査によって、2025年度に約467種の動植物が確認され
ており、植生の発達とともに昆虫類や鳥類が増加しています。2019年度以降オオタカの飛来も確認されており、捕食
場所として利用されています。
　これらのことからも、周辺の緑地等をつなぐエコロジカル・ネットワークの拠点のひとつとしての役割が期待されます。
※分断された生物種の生育・生息空間について、生態系の拠点を適切に配置してつながりをつくり、劣化した生態系の回復を図ったり、生物多様性の保全を図ろうとする構想や活動

※植物モニタリングは2016年度より実施
※維持管理の観点で除去する種を含む、確認全種を計上したもの　
※調査時の天候等による偶発性を含むことに留意

おおはし里の杜モニタリング調査結果

鳥類　 昆虫類　
水生動物　 植物
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319種
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2018年度
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15
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147

20
2019年度
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15
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130

20
2020年度

291種

15

120
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2021年度

326種

15

160

130

21
2022年度

416種

9

200

184

23

461種

14

218

206
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2023年度

113種
16
88
9

2012年度

83種
10
69
4

201１年度 2024年度 2025年度

467種

11

232

200

24

エコロジカルネットワーク（おおはし里の杜）

貢献する
SDGsの
目標

街並みの緑～壁面緑化～
周辺環境との調和に配慮した壁面緑化
（常緑・ツタ植物のオオイタビを植栽）

自然再生の緑
～おおはし里の杜～

（約900㎡）
地域の緑や目黒川の自然と
連携するエコロジカル・
ネットワークの拠点

公園の緑
～目黒天空庭園～
（約7,000㎡）

全国初となるJCT屋上に
造られた公園
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第5回グリーンインフラ大賞「国土交通大臣賞」を受賞
　グリーンインフラ官民連携プラットフォーム（事務局：国土交通省）が主催
する第5回グリーンインフラ大賞※において、高速道路会社で初めて「国土交
通大臣賞」を受賞しました。
※「グリーンインフラ大賞」とは、グリーンインフラに関する優れた取り組み事例を表彰し、広く情報発信するこ
　とで「自然と共生する社会」の実現を目指したグリーンインフラの社会実装を加速化するもの

評価されたポイント

換気所屋上という特殊な場所で、生態
系に配慮し在来種にこだわった緑地空
間を創出している点

地域の小学生を招いた稲作体験の実施
などの環境教育への取り組みにより地
域社会へも貢献している点

都市部にありながら貴重な緑を供給し、
周辺の緑地等をつなぐエコロジカル・
ネットワークを形成しており、都市緑化の
優良モデルとなっている点

自然共生サイト（OECM） 
　2023年度に高速道路会社として初めて「自然共生サイト」に認定されたことに伴い、2024年
度には国際的な生物多様性保全の枠組みであるOECMとして、UNEP-WCMC及びIUCNの国際
データベースに登録されました。
　その後、2025年4月の「地域生物多様性増進法」施行に伴う制度改正に合わせ、新たな基準に基
づく認定申請を行い、2026年3月には改めて「自然共生サイト」として認定を受けています。

■ 自然共生サイトとは

■ OECMとは
 OECM(Other Effective area-based Conservation Measures）国立公園などの

保護地域でない地域のうち、生物多様性の保全に資する地域のこと。

その他の取得した認証

JHEP認証
“AAA”（最高ランク）
取得

社会・環境貢献緑地評価
システム「SEGES」に
認定

「江戸のみどり登録
緑地」の優良緑地に
登録

詳細はこちら

　おおはし里の杜は、地域社会との共生及び生物多様性保全の推進に向けて、多様な生きものの生息・生育空間である「生
きもの中心の緑地」として整備しました。整備後は、定期的なモニタリング調査の実施や、在来野草育成を目的として、化学
薬品を用いた除草剤・殺虫剤を使用せずに外来種除去といった生態系に配慮した維持管理や環境教育の場としての活用な
どが評価され、外部からも高い評価をいただいています。

おおはし里の杜で継続した取り組みへの評価

　ネイチャーポジティブの実現に向けた取り組みのひとつとして、「地域における生物
の多様性の増進のための活動の促進等に関する法律」に基づき、企業等が作成する生物
多様性の維持・回復・創出に資する「増進活動実施計画」を国が認定する区域のこと。
　認定された区域のうち、保護地域との重複を除いた区域は、「OECM（保護地域以外
の生物多様性保全に資する区域）」として国際データベースに登録される。
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「見沼たんぼ首都高ビオトープ」とは 

「ハンノキ・プロジェクト」を通じた自然再生の試み

「彩の国埼玉環境大賞」優秀賞を受賞

　埼玉新都心線の見沼たんぼ地域では、首都近郊に残された数少ない貴重な緑地空間である同地域の生態系を再生す
るため、高速道路の高架下に延長1.7km、面積6.3haのビオトープ※を整備しています。ビオトープは池沼、樹林、草地で
構成されており、樹林については、遺伝子レベルで生態系を守るために在来植物の中から樹種選定を行い、見沼たんぼ
地域で集めた種子を育てて苗木を生産・植栽しました。現在では、モニタリングを通
じた適切な管理により、順調に植物が育っています。
　また、地域の幼稚園児を招いての自然観察会や環境を学ぶ学生たちの現場実習を
実施しています。モニタリングや外来種の駆除等の維持管理作業も地域の方々のご
協力のもと進めており、地域の自然との調和だけでな
く、地域の皆さまに親しまれるビオトープを目指してい
ます。

　ビオトープ近隣の小中学校と連携し、埼玉県の蝶であり準絶滅危惧種（埼玉県レッドデータブック）に指定されている「ミ
ドリシジミ」を呼び戻す「ハンノキ・プロジェクト」を進めています。このプロジェクトは、ミドリシジミの幼虫が葉を食べ、
かつて見沼たんぼ地域に広く生育していた樹木「ハンノキ」を
ビオトープに植えることで、ミドリシジミの生息環境を取り
戻す自然再生プロジェクトです。2023年度には初めて成蝶
を確認しました。

　2007年の整備以後、継続的な育成管理を行い、ハンノキ・プロジェクトをはじめ、
イベントや授業での利用開放など多数の団体と連携し、環境学習・施策の推進に幅
広く貢献したことが評価され、令和5年度『彩の国埼玉環境大賞』優秀賞を受賞しま
した。

※地域に元来生息する生きものが暮らす場所

※『彩の国埼玉環境大賞』とは、他の模範となる優れた環境保全の取り組み等を行う県民団体（NPO法人、一般社団法人等含む）、
　個人及び事業者を対象に、埼玉県知事が表彰するもの

位置図
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エリア概要図

高木樹林

中木樹林（落葉・常緑混植）

中木樹林（落葉）

大道西橋大道西橋

概略図

池沼

草地

樹林

山口橋山口橋

池沼草地

みぬま見聞館

高木ゾーン 低木ゾーン中木ゾーン

ビオトープ内をゾーン分け
し、それぞれの場所に適した
樹木を植樹しています 動植物の写真提供：（公財）埼玉県生態系保護協会

ホンドキツネ チョウゲンボウ ギンイチモンジ
セセリ

トウキョウ
ダルマガエル

チガヤ タコノアシ

見沼たんぼ首都高ビオトープで
見られる主な動植物

ハンノキ・プロジェクト

ミドリシジミ
写真提供：
（公財）埼玉県
生態系保護協会

見沼たんぼ首都高ビオトープ

見沼たんぼ首都高ビオトープ
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環境への取り組みの発信～shuto-E-co～

首都高環境サイト shuto-E-co
　当社の環境への取り組みを詳しく紹介する専用サイト
です。首都高カーボンニュートラル戦略の説明やイベン
トのお知らせ・開催報告など様々
な取り組みを紹介しています。

　イベント等を通じて地域社会や一般の方との交流を図り、地域社会との共生に向けた首都高の環境への取り組みに
ついて広く情報発信を行っています。

〈 shuto-E-co 〉

貢献する
SDGsの
目標

消灯によるCO₂削減啓発イベント 

環境教育・啓発活動
　2025年度には、首都高グループの若手社員に対して首都高のサステ
ナビリティや環境への取り組みに関する知識の習得及び意識醸成に向
けたサステナビリティ研修を行いました。

レインボーブリッジ ライトアップ時 レインボーブリッジ ライトダウン時

　2025年度、首都高グループのサステナビリティへの取り組みをより多くのお客さまへ知っていただくため、「首都高FUTURES」と題
した「サステナビリティイベントin川口ハイウェイオアシス」「エコプロ2025」「グリーンインフラ産業展2026」のイベントを開催・出展
を行いました。
　会場では、お子さまも楽しめる首都高サステナドライブゲームや、役目を終えた横断幕を再利用したワークショップ、取り組み紹
介パネルの展示などを実施。首都高のサステナビリティへの取り組みを分かりやすく発信しました。
　今後もお客さまとのコミュニケーションを大切にし、サステナビリティ活動への理解の促進に努めてまいります。

サステナビリティイベント「首都高FUTURES」を開催TOPICS

エコプロ2025でのワークショップ グリーンインフラ産業展2026の展示ブース川口ハイウェイオアシスでの首都高サステナドライブゲーム

　地球温暖化の防止に寄与するとともに、一人でも多く
の皆さまの環境への配慮意識の向上を図ることを目的に、
2025年7月7日（七夕、クールアース・デー）に、レインボー
ブリッジ、鶴見つばさ橋、横浜ベイブリッジ、かつしかハー
ブ橋、五色桜大橋でライトダウンを実施しました。
　また、同様のイベントである「EARTHHOUR（アースア
ワー）2026」（2026年3月28日開催）にも参加し、レイン
ボーブリッジ、鶴見つばさ橋、横浜ベイブリッジでライト
ダウンを実施しました。




